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そ
し
て
、
そ
の
記
念
講
演
者
の
一
人
に
私
は
指
名
さ
れ
た
。
然
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
本
学
会
の
創
設
計
画
に
参
画
し
、
以
後
も
引
き

続
き
会
の
運
営
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
る
理
事
会
員
が
他
に
何
人
も
居
ら
れ
る
の
で
、
私
は
辞
退
し
た
。
が
、
容
れ
ら
れ
ず
、
や
む
を
得

ず
お
引
き
受
け
し
、
表
題
に
つ
い
て
、
貧
し
い
私
見
を
述
べ
る
と
と
に
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

宗
教
法
学
会
設
立
の
趣
旨
・
目
的

本
学
会
は
、
い
か
な
る
研
究
者
に
よ
っ
て
、
か
っ
、

い
か
な
る
研
究
趣
旨
・
研
究
目
的
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
に
就
い
て
は
、
本
学
会
誌
創
刊
号
(
一
九
八
三
年
六
月
)
所
載
の
、
学
会
設
立
準
備
委
員
会
(
川
島
武
宜
・
谷
口
知
平
代
表

並
び
に
相
沢
久
・
大
宮
荘
策
、
阿
南
成
て
石
井
良
助
、
久
保
正
幡
、
安
武
敏
夫
、
若
原
茂
委
員
)
に
よ
る
『
宗
教
法
学
会
設
立
趣
意
書
』

昨
秋
の
本
学
会
理
事
会
に
お
い
て
、
わ
が
宗
教
法
学
会
は
本
年
を
以
て
創
立
二 

年
に
当
り
、
そ
の
記
念
講
演
の
開
催
を
決
定
し
た
。

O

挨
拶

宗
教
と
国
家
ー
信
教
の
自
由
・
政
教
分
離
に
つ
い
て
|

|
|
宗
教
法
学
会
創
立
二 

年
に
当
り
、
学
会
の
責
務
と
課
題
を
考
え
る 
1
1
1

O

小

林

孝

輔

(
本
学
会
理
事
長
・
青
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
)
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四

O

宗
教
法
学
会
二 

年
の
研
究
実
績

(
一
九
一
頁
)
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
即
ち
、

「
宗
教
法
人
法
が
信
教
の
自
由
と
政
教
分
離
の
原
則
に
基
づ
き
、

一
九
五
一
年
(
昭
和
二
六
年
)
四
月
三 

日
に
公
布
、
施
行
さ
れ

て
か
ら
、
す
で
に
一
二 

年
の
歳
月
を
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
問
、
各
宗
教
団
体
は
、
そ
の
本
来
の
目
的
遂
行
の
た
め
の
宗
教

活
動
に
お
い
て
も
、
ま
た
こ
れ
に
付
随
す
る
各
種
の
公
益
事
業
活
動
に
お
い
て
も
、
国
民
の
社
会
生
活
に
大
き
く
貢
献
し
、
そ
の
精
神
生

活
に
深
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
。

O

宗
教
法
人
法
公
布
以
来
の
社
会
の
急
激
な
発
展
、
変
化
、
或
は
宗
教
的
価
値
観
の
多
様
化
は
、
宗
教
お
よ
び
宗
教
団
体
を
め
ぐ
る
情

O

況
を
、
質
的
に
も
量
的
に
も
大
き
く
変
化
さ
せ
て
き
た
。
そ
し
て
一
方
で
は
、
靖
国
神
社
国
営
化
問
題
、
津
地
鎮
祭
事
件
、
殉
職
自
衛

宮
合
記
事
件
等
に
象
徴
さ
れ
る
国
家
と
宗
教
と
の
係
わ
り
に
関
す
る
問
題
、
他
方
で
は
、
東
本
願
寺
問
題
を
は
じ
め
、
と
み
に
増
加
し

つ
つ
あ
る
宗
教
団
体
に
関
す
る
民
事
、
刑
事
上
の
事
件
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
宗
教
法
人
法
制
定
当
時
に
は
予
想
し
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
れ
ら
最
近
の
法
律
問
題
の
増
加
は
、
宗
教
法
に
関
す
る
研
究
が
緊
急
か
っ
重
要
な
謀
題
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
宗
教
法
の
研
究
は
、
そ
の
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。

こ
こ
に
わ
れ
れ
は
、

一
切
の
政
治
的
・
宗
教
的
立
場
を
離
れ
て
、
宗
教
法
に
関
す
る
研
究
を
促
進
し
、
あ
わ
せ
て
宗
教
法
に
関
す
る

立
法
・
裁
判
・
行
政
お
よ
び
宗
教
団
体
の
法
務
に
寄
与
し
、
も
っ
て
わ
が
国
の
宗
教
な
ら
び
に
宗
教
団
体
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
念
願
し
て
、
本
学
会
の
設
立
を
提
唱
す
る
し
だ
い
で
あ
る
」
。

そ
し
て
学
会
発
足
二
年
後
、
理
事
長
谷
口
知
平
教
授
は
、
と
の
創
刊
号
巻
頭
『
発
刊
の
辞
』
に
お
い
て
、
宗
教
法
学
が
"
極
め
て

広
い
学
際
的
な
研
究
に
ま
つ
べ
も
の
が
多
い
こ
と
“
を
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
創
立
総
会
の
報
告
で
は
、
宗
教
問
題
に
関
し
て
は
、

，
民
法
の
技
術
的
解
釈
学
だ
け
で
は
甚
だ
物
足
ら
ず
、
歴
史
・
社
会
学
・
宗
教
学
な
ど
諸
方
面
の
知
識
が
な
い
と
、
と
う
て
い
本
当

の
宗
教
法
の
解
釈
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
・
・
・
こ
れ
か
ら
こ
の
よ
う
な
学
会
に
お
い
て
、

G
H
Q

者
な
り
あ
る
い
は
歴
史
制
度
史
の
先
生
方
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
御
報
告
や
、
宗
教
界
に
お
け
る
様
々
な
法
的
な
問
題
点
を
教
え
て
い
た

だ
く
機
会
が
で
き
て
、
本
当
の
研
究
が
で
き
れ
ば
幸
い
だ
と
思
っ
て
い
る
・
と
、
学
際
研
究
の
要
を
説
く
。

O

宗
教
法
学
の
後
発
理
由

宗
教
法
学
会
は
、
他
の
法
尚
子
会
に
比
し
著
し
く
後
発
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
古
く
は
一
八
六
八
年
(
明
治
元
年
)
の
明
治
維
新
政


府
の
喧
伝
し
た
神
道
を
中
心
と
す
る
祭
政
一
致
(
太
政
官
布
達
)
政
策
に
発
し
、
つ
づ
く
帝
国
憲
法
に
お
け
る
天
皇
神
格
化
(
三
条
)
、


こ
れ
を
前
提
と
す
る
制
限
条
件
付
き
信
教
権
(
二
八
条
)
等
が
、
宗
教
学
研
究
の
発
展
を
著
し
く
阻
害
し
た
か
ら
で
あ
る
。
特
に
昭
和


前
期
に
始
ま
る
軍
国
主
義
時
代
に
は
、
「
匝
民
精
神
作
興
」
と
て
「
宗
教
団
体
法
」
(
一
九
三
九
年
四
月
)
に
よ
り
、
政
教
一
致
を
前
提


と
す
る
広
範
な
宗
教
弾
圧
が
頻
繁
に
行
わ
れ
、
宗
教
法
の
展
開
を
著
し
く
阻
害
し
た
。


戦
後
の
一
九
四
五
年
一 

月
四
日
の
政
治
的
、
民
事
的
、
宗
教
的
自
由
の
制
限
を
撤
廃
せ
し
め
た 

の
「
人
権
指
令
」
、
更
に

一
一
一
月
一
五
日
の
「
神
道
指
令
」
、
二
週
後
の
元
日
の
天
皇
の
「
人
間
宣
言
」
と
い
う
一
連
の
信
教
・
思
想
の
自
由
化
に
よ
り
宗
教
団

体
法
は
廃
止
さ
れ
、
替
わ
っ
て
宗
教
法
人
の
自
主
自
立
性
を
尊
重
す
る
「
宗
教
法
人
令
」
が
施
存
き
れ
た
(
一
九
四
五
・
士
了
二
八
)
。

こ
の
よ
う
な
信
教
の
自
由
化
と
宗
教
法
学
の
今
日
の
展
開
、
宗
教
法
学
会
の
成
立
は
決
し
て
無
縁
で
は
な
い
。
(
但
し
、
周
知
の
如
く

こ
の
法
人
令
は
、
五
一
年
の
宗
教
法
人
法
施
行
に
よ
り
廃
止
さ
れ
た
)
。

-145- -144-



20年間の宗教(民事)判例について(安武) 宗教法第20号(2001) 

宗
教
法
学
会
誌
、
創
刊
号
よ
り
最
新
会
誌
一
八
号
(
二 
0
0
0年
三
月
)
ま
で
の
発
表
論
文
は
、
全
一
六
二
篇
を
数
え
る
。
そ
の
内

容
は
、
私
法
論
的
宗
教
論
文
|
八
四
編
(
全
体
の
五
二
%
)
、
公
法
論
的
宗
教
論
文
!
七
八
編
(
全
体
の
四
八
%
)
、
つ
ま
り
夫
々
凡
そ

五
割
づ
つ
で
あ
り
、
法
学
諸
分
野
研
究
者
の
協
同
に
よ
る
"
学
際
的
研
究
‘
を
、
と
い
う
本
学
会
設
立
の
趣
旨
は
、
設
立
三 

年
に
し

l

て
会
員
す
で
に
一
七

O
人
を
数
え
、
顕
著
に
実
り
つ
つ
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

五

宗
教
法
学 

(
1
者
)
の
向
後
の
課
題

再
ぴ
谷
口
知
平
教
授
の
"
宗
教
法
宣
言
“
(
宗
教
法
学
会
誌
『
宗
教
法
』
創
刊
号
巻
頭
の
「
発
刊
の
辞
」
)
を
見
ょ
う
。
教
授
は
そ
こ

O

に
い
う 

「
宗
教
団
体
主
宰
の
地
位
、
宗
教
団
体
の
財
産
、
宗
教
団
体
の
離
合
、
墓
地
等
を
め
ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
、
裁
判
上
の
解
決

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
益
々
多
く
な
っ
て
き
た
。
直
接
に
は
宗
教
法
人
法
や
憲
法
の
解
釈
論
争
で
あ
る
場
合
が
多
い
が
、
そ
の
ほ
か
、

行
政
法
、
税
法
、
裁
判
法
、
民
事
訴
訟
法
、
商
法
、
商
標
法
、
刑
法
な
ど
実
定
法
と
か
か
わ
り
を
持
つ
と
共
に
、
説
得
力
あ
る
事
件
解

決
の
た
め
に
は
、
慣
習
や
習
俗
と
法
の
関
係
、
宗
教
学
、
宗
教
史
、
宗
教
社
会
学
、
宗
教
経
済
学
な
ど
の
基
礎
知
識
を
要
し
、
全
世
界

に
お
け
る
政
教
分
離
の
実
情
や
学
説
判
例
な
ど
の
研
究
参
照
が
不
可
欠
と
思
わ
れ
る
宗
教
に
関
連
す
る
諸
々
の
紛
争
や
論
議
の
解
明
に

は
極
め
て
広
い
学
際
的
に
待
つ
べ
き
も
の
が
多
い
」
と
。

愚
生
を
し
て
敢
え
て
付
け
加
え
し
む
れ
ば
、
宗
教
文
化
の
発
展
と
国
民
文
化
の
発
展
は
不
即
不
離
の
関
係
に
在
る
と
思
わ
れ
る
。
と

す
れ
ば
、
我
々
は
嘗
て
日
本
の
宗
教
文
化
を
限
り
な
く
荒
廃
せ
し
め
た
"
神
国
思
想
‘
に
対
し
思
い
を
致
し
つ
つ
、
政
教
分
離
の
憲
法

原
則
を
厳
し
く
見
守
ら
ね
ば
-
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

O
O

二

0
年
間
の
宗
教
(
民
事
)
判
例
に
つ
い
て

安

武

敏

夫

(
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
・
弁
護
士
) O

宗
教
法
学
会
が
始
ま
っ
て
も
う
二 

年
、
私
に
は
本
当
に
い
ろ
い
ろ
な
思
い
出
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
と
り
わ
け
刑
法
の
小
野
清
一
郎


先
生
の
所
へ
宗
教
法
学
会
を
作
る
た
め
に
、
谷
口
先
生
と
二
人
で
文
部
省
の
特
別
顧
問
室
ま
で
行
き
ま
し
た
と
き
、
小
野
先
生
が
「
君


た
ち
は
宗
教
法
学
を
勉
強
す
る
と
言
う
け
れ
ど
も
、
歎
異
抄
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
る
か
?
」
「
宗
教
法
学
や
る
ん
だ
っ
た
ら
、
そ
れ
く


ら
い
読
め
よ
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
私
は
宗
教
法
学
と
い
う
立
場
で
す
が
、
実
際
問
題
と
し
て
、
何
が
宗
教


法
学
な
の
か
と
い
う
と
本
当
に
分
ら
な
い
の
で
す
。
宗
教
法
学
会
が
で
き
ま
し
た
時
に
、
当
時
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
る
先
生
方
な
ん
か
は


ご
記
憶
だ
と
は
思
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
宗
教
法
学
と
は
一
体
何
な
ん
だ
と
い
う
議
論
恭
二
回
や
り
ま
し
た
。
結
局
、
結
論
は
出
な
か
っ


た
の
で
す
が
、
最
終
的
に
は
宗
教
法
学
の
民
法
と
か
、
既
存
の
刑
法
、
法
哲
学
、
社
会
学
、
こ
う
い
う
も
の
と
結
び
つ
い
て
、
そ
の
領


域
ご
と
に
あ
る
の
だ
、
と
話
し
て
お
茶
を
濁
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。


本
当
に
宗
教
法
学
と
は
何
か
に
つ
い
て
は
分
か
り
に
く
い
の
で
す
が
、
私
自
身
は
公
法
関
係
の
津
の
地
鎮
祭
と
か
の
問
題
に
つ
い
て

は
私
の
領
域
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
民
事
法
関
係
を
主
と
し
て
勉
強
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
そ
れ
も
本
当
言
、
っ
と
宗
教
法
学
が
好
き

で
や
り
始
め
た
わ
け
で
も
な
い
の
で
す
。
き
っ
か
け
は
、
龍
谷
大
学
は
宗
門
関
係
の
大
学
で
す
か
ら
、
宗
門
関
係
の
大
学
が
宗
教
法
の

研
究
を
や
る
と
言
っ
て
文
部
省
に
言
っ
た
ら
必
ず
助
成
金
が
下
り
る
、
と
谷
口
先
生
が
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
そ
し
て
「
書
面
を
作
つ

て
出
せ
」
と
言
わ
れ
て
出
し
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
う
ま
く
い
き
ま
し
て
、
最
初
の
頃
は
毎
年
一 

万
円
で
し
た
。
そ
れ
は
よ
か
っ
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